
























Measures Against Infectious Diseases in the Early 20th Century at Local Newspaper: 
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正 3（1914）年 4月 21日発行の第 116号までである（注 3）。構成は創刊号や正月号などの特別版を















倉（大正 15（1926）年編入）の 18地区からなっていた［刈田郡教育会 1972：196-197］。
町には大きな河川が 2本流れており、北西沿いに阿武隈川水系の白石川、もう 1本が白石川の
支流であり町の中央を南北に貫く斎川である。どちらも灌漑や生活用水として古くから利用され
ていた［庄司 1925ほか］。しかし、恵みをもたらす一方で 4回（明治 22、23、30、43年）にわたる
大きな水害に見舞われ、たびたび治水工事も行われてきた［白石市史編さん委員 1979：474］。
明治 38（1905）年および 39年に東北各地を襲った大飢饉は被害が甚大で、38年における白石町
の米収は平年に比べてわずか 2.8％であった［白石市史編さん委員 1979：475］。また、明治 32年



























3/21 5 3 雑報（白石町春期清潔法検査日割）
2 4/1 6 3 雑報（白石町明治四十四年度歳入出予算表）
3 4/11 7 3 白石町トラホーム検診日割 【表 4】
4 5/1 9 2 刈田郡医師会の決議
5 5/11 10 2 白石町トラホーム検診所　四十三年度四十四年度成績比較対照表 【表 5】
6 6/11 14 3 白石町に於ける接種痘
7 6/21 15 2 模範的隔離病舎建築の計画 【史料 6】
8 7/1 16 2 夏季の衛生に就て 【史料 8】
9 8/1 19 3 赤痢患者発生 【表 3】
10 9/1 22 3 雑報（白石町トラホーム検診日割、恐るべきは悪疫） 【表 3】【表 4】
11 9/11 23 3 赤痢患者続発 【表 3】
12 9/21 24 3 雑報（白市町の不生産的費用　一日二十円余） 【史料 3】【表 3】
13 10/1 25 3 雑報（赤痢患者の死亡、一家十人の赤痢） 【表 3】
14 10/11 26 3 雑報（赤痢の猖獗） 【表 3】





4/1 43 3 白石町春期清潔法
18 4/26 45 5 婦人と口腔衛生
19 5/11 47 4 婦人と口腔衛生（二）
20 5/21 48 4 婦人と口腔衛生（三）





24 刈田郡壮丁検査の情況 【史料 10】【表 4】【表 6】
25 7/1 51 3 赤痢患者 【表 3】26 衛生隊の召集
27 7/11 52 3 赤痢続発 【表 3】28 4 婦人と口腔衛生（五）
29
7/21 53
1 夏季の衛生 【史料 1】30 矛盾せる衛生
31 2 柴田郡の衛生幻灯会32 白石町の伝染病予防励行 【史料 9】【表 3】
33 3 鉄道院と治療所
34 8/1 54 5 福岡村に赤痢続発 【表 3】
35 8/11 55 4 千紅萬緑（一三）家庭衛生
36 8/21 56 4 隔離病舎視察記 【史料 7】【表 2】【表 3】
37 9/1 57 3 赤痢益々猖獗 【史料 5】【表 3】38 4 千紅萬緑（一四）家庭衛生
39 9/11 58 3 一家四名の赤痢隠蔽 【表 3】
40 9/21 59 1 治水問題
41 10/1 60 4 勤勉なる衛生主任書記 赤痢病対策について
42 10/21 62 2 白石町のトラホーム検診 【表 4】
43 12/1 66 1 公立刈田病院 写真
44 12/21 68 4 白石町の臨時町会 伝染病予防費について【史料 4】【表 3】
50 阿部　さやか： 地域新聞からみた 20世紀初頭の伝染病対策―『白石実業新報』の記事から―







47 3 公立刈田病院 大正二年度予算会について
48 2/1 72 2 水野町医の施療 【史料 13】
49 3/1 75 3 白石町の壮丁
50 4/11 79 3 刈田郡に於ける春季清潔法
51 4/21 80 2 白石町に於ける春季「トラホーム」検診
52 5/1 81 3 校医の任免53 4 刈田郡に於ける種痘
54 5/11 82 4 千紅萬緑（二十五）家庭衛生料理




57 3 白石警察署に於けるトラホーム検診 【表 4】
58 4 千紅萬緑（二十七）家庭衛生料理




61 2 壮丁のトラホーム検診 【表 4】
62 3 田中白石警察署長の談 赤痢病対策について
63 4 臨時清潔法
64 8/11 91 2 大正三年度壮丁トラホーム検診 【史料 11】【表 4】
65 8/21 92 2 衛生幻灯大講演会
66 10/1 96 3 白石日曜学校生徒病院を見舞ふ
67 11/21 101 2 教育衛生大幻灯会68 3 白石町と用水『上』 【史料 2】
69
12/1 102
2 内務省第九回トラホーム講習会 【史料 14】
70 3 家庭の注意 インフルエンザと麻疹について71 井戸水の汲取　釣瓶をポンプに改造せよ
72 4 白石町と用水『下』




2/11 109 5 大河原町大幻灯会
75 3/1 111 3 刈田郡医師会76 トラホーム検診日割 【表 4】
77 4/21 116 3 猛烈なる発疹窒扶斯　隣県に襲ひ来る




















































【史料 2】　№ 68：大正 2年 11月 21日（第 101号・3面）
白石町と用水『上』　　白中教論　加藤鐵次郎
 （前略） 白石町の水利の便なることは県下に余り其比を見ないことゝ思ふ、縦横の溝渠には

























































なお、赤痢とトラホーム以外の伝染病については、明治 43年度に腸チフス 24名（うち 3名死
亡）、ジフテリア 23名（うち 3名死亡）、猩紅熱 1名、クループ 6名（うち 1名死亡）、明治 44年
度に腸チフス 2名、パラチフス 2名、ジフテリア 6名、猩紅熱 2名、クループ 2名（うち 1名死亡）
の感染者がいた（№ 10）。また、壮丁検診（徴兵検査を控える男性を対象とした身体検診）ではト
ラホームと合わせて花柳病（性感染症）の検査も行われているが、感染者は明治 45（大正元）年度









54 阿部　さやか： 地域新聞からみた 20世紀初頭の伝染病対策―『白石実業新報』の記事から―
離治療が必要となり、治療費が嵩み、またその間労働者が欠けることで生産力が落ちるなど、経
済的負担の大きい病でもあった［馬場 2006ほか］。
明治 30年以降の宮城県をみると、明治 31～ 35年の 5ヶ年、大飢饉となった明治 38年に流行
し、特に被害が大きかった明治 32年には 4,000人近くの患者を出している［宮城県医師会 1975：
619-645］。明治 40年代では 41，44，45年にそれぞれ患者数が 500名を超えたが、大正時代に入







また、「隔離病舎視察記」（№ 36）には、明治 42年から 45年 8月 16日までの白石町の赤痢患者
数を示した表があり、それをもとに作成したのが【表 2】である。






明治 42年度 明治 43年度 明治 44年度 明治 45（大正元）年度
全治患者
男性 11 12 27 7
女性 13 10 15 7
計 24 22 42 14
死亡患者
男性 5 2 2 2
女性 4 1 4 0
計 9 3 6 2
患者数計
男性 16 14 29 21
女性 17 11 19 14
計 33 25 48 35
死亡率 27.3％ 12.0％ 12.5％ 5.7％
※ 明治 45（大正元）年度は 8月 16日時点で男性 12名、女性 7名、計 19名が治療中
 55東北アジア研究 25号（2021）
































男性 1名（？歳）が 9月 9日に隔離病舎へ入院。












7/1 51 3 赤痢患者 白石町白石の男性（11歳）が 6月 22日、男性の弟（9歳）が6月 23日に隔離病舎へ入院。
27 7/11 52 3 赤痢続発
白石町白石の男性（51歳）が 7月 4日、長町の女性（5歳）
が 7月 5日、清水小路の子供（4歳）が 7月 5日に隔離病舎
へ入院。
32 7/21 53 2 白石町の伝染病予防励行 隔離病舎に 8名の患者が入院中。
34 8/1 54 5 福岡村に赤痢続発 福岡村に 9名の赤痢患者発生。
36 8/21 56 4 隔離病舎視察記
8月 14日時点、隔離病舎の事務室に「初発以来 30名、全治・
退院 13名、死亡 2名、現在患者 15名」の掲示あり（16日
には 35名【表 2】となる）。
37 9/1 57 3 赤痢益々猖獗 8月 27日時点、刈田郡全体で患者数が述べ 93名、白石町だけでも 50名。




44 12/21 68 4 白石町の臨時町会 白石町で「6月中旬より 11月下旬に渡り 90余名の患者を出したる」という記載あり。











































































58 阿部　さやか： 地域新聞からみた 20世紀初頭の伝染病対策―『白石実業新報』の記事から―
















































































































































































（発行日） 実施日 実施地区 備考
掲載号













4/5 郡山 10/23 郡山
4/6 本郷 10/24 本郷
4/7 柳町 10/25 裏町
4/8 田町、南小路 10/26 寿町
4/10 本町 10/28 柳町北通
4/11 〃 10/29 新柳町
4/12 〃 10/30 南小路
4/13 中町 10/31 田町
4/14 長町 11/2 本町東側
4/15 〃 11/4 本町西側
4/17 裏町、寿町 11/5 中町
4/18 亘理町 11/6 長町東側
4/19 短ヶ町 11/7 長町西側
4/20 新町 11/8 亘理町
4/21 〃 11/9 短ケ町
4/22 西益岡 11/11 新町北側
4/24 中益岡 11/12 新町南側





9/1 田町、南小路 11/14 中益岡



















































































64 阿部　さやか： 地域新聞からみた 20世紀初頭の伝染病対策―『白石実業新報』の記事から―





まず、明治 45年度の検診は 6月 11日から 3日間おこなわれ、刈田郡全体で 373名が受診した。
会場は白石町第二小学校に設けられた「臨時福島徴募署」で、初日には陸軍第二師団（仙台）の仁田
原師団長、参謀や副官が視察に訪れている（№ 23）。ちなみに検診期間中は一部の生徒が前後 5
日間休業となり、夏休みの短縮が検討された（№ 23）。なお、【史料 10】（№ 24）に掲載された検診
結果をまとめたものが【表 6】である。ほかの病に比べてトラホーム感染者がいかに多かったかが
わかる。






































































診察数 109 171 685 304 328 328 291 289 192 106 343 172 174 409 141 115 127 4284
患者数 20 54 192 54 64 56 56 64 18 24 76 46 36 88 48 40 42 978






診察数 115 164 691 322 318 334 277 292 194 107 352 168 179 427 138 125 116 4319
患者数 32 38 102 30 94 58 59 44 22 10 52 26 28 110 52 64 36 857
感染率 28％ 23％ 15％ 9％ 30％ 17％ 21％ 15％ 11％ 9％ 15％ 15％ 16％ 26％ 38％ 51％ 31％ 20％
備考：○印は前年と比較して増、△は減
 65東北アジア研究 25号（2021）
つぎに、翌年大正 2年 7月 31日に実施された検診の記事を紹介する。











記事では、前年度の成績（刈田郡全体で受診者 373名のうち感染者 350名、白石町では 67名の













































診察数 37 28 67 30 44 48 21 33 23 23 19 373
体格等位甲 7 8 13 9 16 18 9 13 8 7 6 114
同上乙以下 30 20 54 21 28 30 12 20 15 16 13 259
トラホーム 30 27 58 28 41 49 21 30 23 22 21 350
その他の疾病 9 2 10 6 5 1 1 3 2 4 1 44





























24％に対して宮城県が約 49％、大正 2年は全国平均約 21％に対して前年同様に約 49％であった
［三井 2001：121］。以下、『実業』に規定の全文が載せられているので紹介する。





















































る寄付が行われていた。伝染病以外では、大正 3年 2月 22日に開催された刈田郡医師会の定期
総会で、「貧民困窮患者救済の目的を以て」250円の寄付金が匿名で寄せられたという記事もある 
（№ 75）。もっとも、こうした活動は社会福祉のみならず、鉄道の布設、学校建設、白石大火か





















注 1. たとえば、土屋礼子 2002『大衆紙の源流　明治期小新聞の研究』世界思想社、など。




注 3.  筆者は白石市図書館所蔵の『実業』のうち、欠落している 61号、107号、また欠損のために判読できない一部
の記事を除いた全点の翻刻作業をおこなっている。
注 4.  たとえば明治 13年施行の「伝染病予防規則」に「第十二條　虎列刺流行ノ際ニハ井泉、河流、水道及厠圊、芥
溜、下水、溝渠等総テ病毒萌生ノ因トナルヘキ場所ニ注意シ掃除清潔ノ法ヲ設クヘシ」とあり、また同条項は
腸チフス、発疹チフス、赤痢、痘瘡など他の伝染病にも適用されていた [吉田（編）1880：4-5コマ ]。
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